
ニ 2009 年度事業報告 
 
１．入試【学生募集・入試制度】 
（１）入学者・志願者 
  今年度の結果    志願者数  3,313 名 前年度 3,513 名 

入学者数   966 名 前年度 1,039 名 
 
（２）学生募集 
 ・スポーツクラブ活性化のため、クラブ強豪校を訪問  
・女子比率の向上対策として、女子高校との高大連携促進 
・高校＆予備校訪問の強化 
 ・高校への出張講義の実施 
 ・神戸北高等学校との連携協定締結  
・オープンキャンパスの実施 
 ・強みである「キャリア開発面」を受験生・社会に訴求 
・学生募集・高校訪問ツールの充実 

 
（３）入試制度 
 ・指定校推薦入試におけるスポーツ指定校の追加 
・留学生入試において、新たに留学生 AO 入試を導入 
 ・下宿サポート奨学金制度を一般入試 A 方式の日程すべてに導入 
 
（４）入学前課題 
 ・教務課、学習支援センターと協働し、より取り組み易い入学前課題を検討し、実施 
 
 
２．一般広報活動 
（１）大学の情報を一元的に集約・管理し、本学 WEB サイトへのタイムリーな掲載 
 ・マスコミへの積極的なニュースリリース 
 ・本学 WEB サイトへの記事掲載 
 
（２）WEB サイトリニューアル後（2009 年 3 月末）、定期的なアクセスログをとり、分析結果をもとに常

に進化するサイト作りを行った 
 ・アクセスログ解析による、ユーザビリティの大幅な向上 
 ・教員のプロフィール、研究業績など更新頻度を高め、最新の情報を WEB サイトで公開 
 
（３）大学ブランディング構築に向けた取り組み 
 ・UI（ユニバーシティ・アイデンティティ）の確立  
・新ロゴマーク等の VI（ビジュアル・アイデンティティ）の制定 

 
（４）学内広報の充実として、情報を一元的に管理することで得た情報を学生・教職員にいち早く WEB サ

イトや掲示板を使って訴求した 
 
 
 



３．研究・教育 
（１）現行カリキュラムの評価 
 ・2006 年度導入の現行カリキュラム自己点検報告書を作成 
 ・基礎演習のクラス編成を入試タイプ別に実施 
 ・研究演習活動補助費の見直し 
 
（２）教育ベースのコンセプトの検討 
 ・2011 年からの学部改組に向けた取り組み（総合政策学部の新設、商学部・サービス産業学部のコース再

編成） 
 
（３）大学院カリキュラム改革の実施 
 ・大学院 FD「本学大学院の現状と課題、将来のあり方」の実施 
 
（４）サービス産業学部新カリキュラムの円滑なスタート 
 ・「観光英語特別選抜クラス」、「観光中国語特別選抜クラス」の開講 
 
（５）少人数教育への取り組み 
 ・教養科目を中心に、多人数授業の削減 
 
（６）2005 年度以前入学生（旧カリキュラム生）の対応 
 ・次年度より商学部・情報学部の目的別科目群（必修・選択必修の区分撤廃）の卒業要件緩和措置をとる

ことを決定 
 
（７）特別講義の開講 
 
（８）FD 活動 
・特色 GP3 年目の対応として第 3 回シンポジウムを開催、北海道大学への『全学的公開授業制度』導入が

決定 
 
（９）入学前教育プログラムの実施 
 ・AO、指定校入学予定者を対象に実施（事前課題、当日の講義、学生交流等） 
 
（１０）授業運営支援（スチューデントアシスタント制度の導入） 
 ・授業運営補助、授業環境改善を目的とした学生スタッフによるアシスタント制度の導入 
 
（１１）学生が参画するコンテスト等の実施 
 ・スピーチコンテスト（7 言語）、タイピングコンテスト、レポート作文コンクール、学生懸賞論文の実施 
 
（１２）学修相談 
 ・学修相談会を年 11 回実施し、学生及び保護者の相談、指導を実施 
 
（１３）教員の自主的学習支援の開発と環境整備 
 
 
 



４．社会連携・研究支援関連 
（１）研究費の管理運営体制の構築 
 ・研究費の不正防止計画をホームページに掲載し、公的研究費の管理・監査ガイドラインにて文部科学省

に報告 
 
（２）正確な補助金管理業務の遂行 
 
（３）社会連携の推進 
 ・モロゾフ㈱様ご協力の下、学園都市大学ゼミ対抗企画を実施（3 大学 24 チーム、約 100 名の学生が参加） 
 
（４）個人研究費関連 
 ・個人研究費と個人研究旅費を明確に区別 
 
 
５．図書館 
（１）入館者数 
 ・入館者数 66,924 名 前年度 66,802 名 
 
（２）学生参加型プログラム 
 ・読書ラリー、選書ツアー、書評コンテスト、レポート作成講座、日経テレコン活用セミナーの実施 
 
 
６．学生支援 
（１）課外活動の活性化 
 ・課外活動加入率 63.5% 前年度 63.3% 
 
（２）体育会、文化会クラブの加入者増 
 ・加入者数実績 1,408 名 前年度 1,207 名 
 
（３）スポーツクラブ活性化タスクの提案の実践 
 ・西側グラウンドに人工芝の導入（4 月） 
  ・流通科学大学 野球場竣工（10 月） 
 
（４）学園祭の活性化 
 ・社会連携についての研究紹介パネル企画実施 
 ・エコキャップ回収による募金活動実施 
 
（５）課外活動の情報発信 
 ・クラブ戦績のタイムリーな情報発信、ホームページの更新実施 
 
（６）「面倒見の良い大学」を実践する事業の拡充 
 ・下宿生対象オリエンテーションの実施 
 ・新型インフルエンザ感染拡大を防止するための対策委員会設置 
 
 



（７）流科大及び流科大の学生が地域や企業から支持・評価されるための学生支援 
 ・留学生と一般学生の交流促進として、関西弁講座、国際交流バスツアー、ふるさと紹介、ポットラック

パーティを実施 
・16 件のボランティア（福祉施設、児童施設、ルミナリエでの募金活動、学園都市夏祭り等）に 370 名の

学生が参加 前年度 116 名 
  
（８）新教育後援会の活性化 
 ・地方（大阪、岡山、愛媛）父母懇談会の実施 
 ・経済的困窮者への奨学金（一時金）制度の新規立案 
 
（９）有朋会活性化への支援 

・ホームカミングデーの総参加者数 442 名 
 
（１０）校歌制定 
 ・作曲：三枝成彰氏、作詞：林真理子氏による校歌を制定し、入学式において本学吹奏楽団及び合唱団が

披露 
 
 
７．キャリア開発 
（１）就職率高位安定の維持 
 ・就職率 75.2% 
  （注）就職率・・・「（卒業者数－大学院進学者数）に対する就職決定者数」であり、「就職希望者に対す

る就職決定者数」ではない。 
 ・就職ガイダンスの充実（全 6 回のガイダンスを実施し、平均 509 名が参加 前年度平均 495 名）  
・SPI 対策模試の強化とフォロー体制の構築（3 年生 771 名が最低 1 回受験） 
 ・面接対策として就職宿泊対策セミナー・面接練習の拡充（宿泊セミナー224 名 前年度 133 名、面接練

習 411 名 前年度 180 名の参加） 
 ・就職面談の拡大と強化（3 年生 603 名と面談を実施） 
 
（２）キャリア教育と就職支援の融合による有効な学生支援 
 ・キャリアチューターレベルアップのため、アドバンスト教育を実施 
 ・キャリアリーダー制の見直しとして、応募者全員の面接を実施し、選抜したリーダー群としての質向上

を図った 
 
（３）その他 
 ・有朋会のホームページに就職支援サイトを新たに設けて、求職情報、求人情報の閲覧、スキルアップ情

報を提供し、卒業生に対する再就職斡旋を実施 
 
 
 
 
 
 
 
 



８．アジア流通研究センター 
（１）学術交流活動 
 ・海外で SARD 第 7 回ワークショップの展開 

・ワイカト大学（ニュージーランド）、カセサート大学（タイ）と提携を結び、合計 16 大学と提携 
台湾 高雄第一科技大学、南台科技大学、中国科技大学 

韓国 東亜大学校、中央大学校、東明大学校 

中国 南開大学、東北財経大学、大連海事大学、復旦大学 

ベトナム 貿易大学 

オーストラリア サンシャインコースト大学 

ニュージーランド ワイカト大学 

アメリカ ポートランド州立大学 

フィンランド バーサ大学 

タイ カセサート大学 

   ※太字は 2009 年度新規提携校 
・高雄第一科技大学、台湾中国科技大学、カセサート大学において、本学教員の講義を実施し、提携大学 
との交流を図った 

 
（２）ビジネス交流活動 
 ・高雄第一科技大学の EMBA 受入れ対応 
 
（３）学生交流活動 
 ・優秀な留学生の確保のため、海外指定校（韓国）を 3 校追加 
 ・アジア人材資金構想として、高度実践留学生育成事業へ本学留学生 12 名を派遣 
 ・提携大学の夏季セミナー研修に本学の学生計 8 名参加 
 
 
９．財務構造の磐石化 
（１）健全性の維持 
・3 大経費のコントロールによる予算統制 

 
（２）監査機能の充実 
 ・監事、監査法人との連携による会計・業務監査の実施 
 
（３）堅実な資金運用の実施 
 ・国債に加え、新たに劣後債による資金運用を実施 
 
 
１０．学園組織について 
（１）人件費率 50%枠内での運用徹底 
 ・人件費比率 47.1%で運用 
 
（２）教員定員数に沿った、中長期採用計画の明確化 
 ・学部改組を考慮した教員採用及び教員配置の実施 
 



（３）事務職員のキャリア形成 
 ・次期管理職候補としての係長職を導入 
 
（４）職員の時間外手当の削減 
 ・一人当たり平均残業時間の削減 
 
 
１１．その他個別施策 
（１）中長期計画である RYUKA プラン 21 に則った事業の推進 
 ・新規 RYUKA プラン 21（第一次答申）を作成 
 
（２）大学基準協会の指摘事項の問題解決に向けた仕組みづくり 
 
（３）建学の理念に則った学部改組の実現 
 
（４）ハラスメントの防止及びコンプライアンスの推進（啓蒙活動）を行い、本学での発生防止に取り組む 
 ・コンプライアンスに関する講演会を開催 
 
（５）寄付金制度の再構築 
 ・RYUKA 未来基金を設立し、募集開始 
 
（６）第 3 回シンポジウムの開催 
 ・申込者数 502 名となり、前年度 500 名を上回った（講演者：伊藤理事、石原関西学院大学教授、石井学

長、向山教授） 
 
 
１２．流科サービス 
（１）新規事業の検討 
 ・企業よりの受託研修の受入れ  
・大学よりの受託業務の拡大 

 
（２）資格講座開講講座の見直し 
 ・就職に有利な資格の講座開設を検討し、次年度より実施 
 
（３）オープン・カレッジ開講講座の見直し 
 ・地域ニーズに合わせた新たな講座を検討し、次年度より実施 
 
（４）ローソン店舗の収益改善 
 
（５）新しい教育後援会の決算対応及び支払い業務の適正処理 
 
 
 
 
 




